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プロフィール
1985 年、愛知県名古屋市生まれ。大学ではスペイン・ラテン
アメリカ地域研究を行なう。メーカーで国内、海外業務に携わ
った後、2011 年にオランダへの移住をきっかけに農業界に足
を踏み入れる。執筆活動と同時に Van Hall Larenstein University 
of Applied Science で農村社会学を学ぶ。16 年、夫の駐在帯
同が終わり、日本に帰国する。いまもオランダ農業を合わせ鏡
にして日本の農業を勉強している。

第38回

GreenTechで見た
精密農業とイノベーション

アムステルダムで隔年開催される国際施設園芸の見
本市 GreenTech を訪問した。世界約 30 カ国から 415
の出展者がブースを構え、113 カ国から 9,700 人の来
場者があった。そのなかにアジア人、日本人の姿も多
く見受けられた。
精密農業の展開
展 示 会 中 何 度 も 目 や 耳 に し た の は Precision 

Agriculture（精密農業）とイノベーション。Precision 
Agriculture とは適正な機械の使用、最小限の重複、
客観的な情報、適切な施肥、防除、エネルギー、そし

て労働ストレスの削減により
収量の増加、労働の質の向上、
環境へのストレス減を実現し
ようとするものである。各メ
ーカーはこのコンセプトをも
とに製品の有用性を説明して
いた。たとえば、Grodan 社
はストーンウールでルーツマ
ネージメントを行ない、灌漑
排水の再利用や 1kg 当たり
60ℓ の水でトマトの栽培が
可 能 だ と 説 明 す る。 ま た、

Lionz Light 社はカスタムメイドで作物や施設の高さ
に合わせて光量と光拡散を変更できる照明ライトとセ
ラミックのランプホルダーで適正なライトを情報と合
わせて提供している。
すでに始まった第3の緑の革命
イノベーションに関しては Priva 社の自動葉かきロ

ボットがアワードで２位を獲得し、日本人の視察者た
ちの関心も集めていた。また、いわゆる植物工場の展
示も多かった。そのなかで興味を引いたのは Visser 
Horti Systems 社と VitroPlus 社の合弁で開発された
マイクロサイズの穴が空いたバッグ Vivi Verte システ

ムである。安全性
を一番に考慮した
植物組織培養のア
イデアを用いてい
る。担当者は「密
閉されたバッグを
LED ラ イ ト の 下
に置く。蒸発や養
分もコントロール
するので水や肥料

の追加は必要なく、葉物の場合だと約２週間で袋のま
ま出荷をし、消費者がそのまま購入できます。栽培時
のロスは２%。また、育苗やジャガイモなどの増殖に
も活用できます」と話す。 

一方で、来場者に話を聞くと「展示会は最新技術が
あって興味深いが、価格は高いし実用化できるのか…」

（エチオピアのブローカー）、「環境制御がいまのトレ
ンド。いつもはフィルムや塗料の話をしている。話の
規模が大きすぎて……」「Illumitex 社の LED システ
ムは従来の照明システムと比較して資本回収期間が短
く、2 年以下になりうる
という明確なコストメリ
ットの提示は生産者にと
っては良いと思うが、イ
ノベーションは感じなか
った」（ともに日本のメ
ーカー）。

第３の緑の革命はもう
始まっている。過去の反
省を活かし、この革命を
活用するか飲み込まれる
かで各国の農業の在り方
は大きく変わると思う。

Lionz Light社のカスタムメイド照明
ライト

Priva社の葉かきロボット

グラスハウスメーカー Kubo
社。２年前から日本市場へ。
高温多湿市場向けのナイトク
ーリングシステムを日本で試
験中 

Vivi VerteシステムとJoep Matthee 氏。すでに
10カ国以上に輸出しており、平均圃場面積は
400㎡で年間130万バッグの葉物が収穫できる


